
価値住宅株式会社
代表取締役 ⾼橋 正典

建築ノウハウが中古住宅市場を制する︕
中古住宅市場への拡⼤のヒントは、購⼊時における建物知識の「差」にあり

 



「住宅価値創造企業」
〜ひとつ⼀つの住まいに価値の維持向上を〜
住まいの付加価値「売却」そして「購⼊」
さらにその先の「住宅管理」へ。
⽇本における新たな住宅循環システムを構築する。

・社 名 価値住宅株式会社
・設 ⽴ 平成20年10⽉9⽇
・本 社 東京都渋⾕区代々⽊3-28-6 

板 橋 ⽀ 店 東京都板橋区板橋3-2-8
松 本 ⽀ 店 ⻑野県松本市本庄1-14-4
さがつく
Craft&Cafe 東京都板橋区板橋3-12-1

・事 業 内 容 不動産売買仲介/新築分譲/買取再販/リフォーム・リノベーション
不動産コンサルティング/フランチャイズ（売却の窓⼝®）運営



・2014年度 国⼟交通省 『中古不動産取引における情報提供促進モデル事業』採択

・2015年度『安⼼な中古住宅取引普及促進事業』採択

とは



東洋経済新報社 かんき出版 ダイヤモンド社 朝日新聞出版

⾼橋 正典 価値住宅株式会社 代表取締役

⼀般社団法⼈「安⼼ストック住宅推進協会」代表理事

⼀般社団法⼈「住宅履歴情報蓄積・活⽤推進協議会」理事

・国⼟交通省『制度施⾏10年経過を⾒据えた住宅瑕疵担保履⾏法
のあり⽅に関する検討会ワーキンググループ』委員

・全国宅地建物取引業協会連合会
『中⼩不動産業者のあり⽅に関する調査研究会』委員他

《 著 書 》

自由国民社



本⽇のアジェンダ

⾼騰する不動産市場の実態と今後

不動産業参⼊のポイント

建築知識の優位性とビジネスチャンス

✔

✔

✔

売却の窓⼝について✔



不動産価格上昇をどう捉えるか



不動産価格上昇をどう捉えるか



誰が買っているのか



国立社会保障・人口問題研究所令和6年推計

いつまで続くのか



不動産価格の行方を考える



不動産価格の行方を考える



不動産価格の行方の結論

新築供給減少 建築費続⾼騰 中古市場流⼊



本⽇のアジェンダ

⾼騰する不動産市場の実態と今後

不動産業参⼊のポイント

建築知識の優位性とビジネスチャンス

✔

✔

✔

売却の窓⼝について✔
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「売主」を追うのか

「買主」を追うのか

「営業」を

⼊れるか、⼊れないか

建築・リフォームをするのは買主
だから「買い」から⼊る？

不動産のことはわからないから
まずはわかる⼈を採⽤する？

不動産ビジネス成功の分かれ道



仕事量
を測れない 属⼈的すぎる 等価交換型

である

なぜ「営業」を入れてはいけないのか
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「買い」
は
情報

「売り」
は
信頼

不動産業界の格言



集客コスト
で経費倒れ

買主は情報に
集まる

究極の
労働集約型

なぜ「買主」を追うとまずいのか



OB顧客が
いるから

建物知識が
⽣きる

建築提案が
できる

なぜ「売り」から入るべきなのか



⼟地・中古所有者

買 主

レインズ

不動産業者

不動産業者（買取or仲介）

広告等

買取業者

川上が最も優位なビジネス



LIFULL HOME`S調べでは、
「被る物件」の反響率・・・・・ ・ 2.8%
「被らない物件」の反響率は・・・13.4%

と、実に5倍の差が出ている。

被りのない⾃社物件は約5倍の反響率

売りを持つことの強み



本⽇のアジェンダ

⾼騰する不動産市場の実態と今後

不動産業参⼊のポイント

建築知識の優位性とビジネスチャンス

✔

✔

✔

売却の窓⼝について✔



⽮野経済研究所2024年住宅リフォーム市場の現状と展望〜中古住宅リノベーションに関する消費者調査編〜

建物知識がなぜ優位なのか
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1/50

不動産会社はなぜ無知なのか



「土地なし」客がチャンスの理由



「土地なし」客がチャンスの理由



手数料が低く、
かつ決まらない

「土地」分しか仲介手数料をもらえず、必死に営業しても、紹介した
土地について工務店等にダメ出しされたら一瞬で
無駄になる非効率な仕事。
建売業者に買い取ってもらうことの方がメリットが大きく
楽だというのが本音。

不動産会社はなぜ土地を売りたがらないのか？



⼯務店にしかできない
建築条件付き⼟地分譲で
新築受注を増やす

新規受注顧客の獲得から、既存の注⽂建築
顧客への不動産情報の双⽅をサポート。



土地の購入に際し、予め決められた施工会社に依頼して家を立てるこ

とを条件として契約する土地のことを指し、別名「売建住宅」とも言わ

れています。土地契約締結後、3ヶ月以内にプランや仕様について合
意して、「建物請負契約」を締結します。

「建築条件付き土地」とは
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不動産会社と競合しないためには、建築業者

だからこそ持っている「強み」を活かす。

不動産会社に欠けている決定的な、あるノウハウが

建築業者にはある。

団塊の世代が75歳迎えた2025年
⼤相続時代の幕開け



2013年

不動産関連登記総数

2023年

売買による所有権移転
登記件数

相続等による所有権移転
登記総数

9,148,462件 7,250,556件

1,281,328件 1,288,546件

858,740件 1,252,245件

政府統計「e-stat」より

唯一の成長市場



「空き家新税」 「登記義務化」

「売り物件」増加時代を逃さない



本⽇のアジェンダ

⾼騰する不動産市場の実態と今後

不動産業参⼊のポイント

建築知識の優位性とビジネスチャンス

✔

✔

✔

売却の窓⼝について✔



大相続時代に「売却の窓口」は何を提供するの？

売却の窓口本部より

毎月 相続不動産情報をお送りします！

Q,

A,

売却の窓口とは



売却の窓口の強み

本来の価値の見える化

売却の窓口とは



売却の窓口の強み

テクノロジーで魅⼒を引き出す

売却の窓口とは


